業務 名 





業務 目的 


小学 校内 堺 っ 子 く らぶ 


a es 





の 





モー 
児童 


を 対象 に 








堺 っ 子 く らぶ は 


仕 








堺 市 放課後 子ども 総合 プラ ン 事 業 ( 堺 っ 








様 書 























子 く らぶ ) 管 

















に 2 

















二 











寺 用 教室 、 
こ 、「 遊 び ・ 体 験 ・ 








交流 ・ 


多目的 室 等 の 共 / 
生活 」 の 場 を 提供 する 





H 教 ヨ 




















動 場 、 














体育 館 等 を 利 








O 


| し 、 


運営 業務 ( 令 和 4 年 度 契約 更新 校 ) 


小学 1 で 6 年 


、「 の び の び ル ー ム 」 と 「 す くす く 教 室 」 で 構成 され て お り 、 魅 力 あ る 体験 プロ グラ 




















ム 等 





課 後 リ 


き 、 か つ 国 が 示す 「 放 課 後 リ 
放課後 な ど に お ける 児童 の 健全 








を 行い 、 





連合 的 か 
法 (昭和 2 2 年 法律 第 1 6 4 号 ) 第 6 条 の 3 第 2 項 に 規定 する 放課後 児童 


忠 考 力 ・ 判 断 力 ・ 











中 音 健 全 育 





















































事業 の 設備 及び 運営 に 関す る 基準 を 定め る 条例 Q 








中 童 ク ラブ 運営 指針 」( 





























育成 上 子 育 





























性 ・ 協 調 性 を 養う こと を 

履行 期間 

令 和 4 年 4 月 1 日 か ら 令 和 7 年 3 月 3 1 
履行 場所 

堺 市 立 東 三国 丘 小学 校 ほか 4 人 箇所 
































詳細 は 別表 の と お り 


業務 の 対象 と な る 児童 


小 


学 1 一 6 年 生 








て 支援 を 区 





図る た め 


的 と する 「 の び の び ル ー ム 」 の 、 i 





日 まで 





の び の び ル ー ム の 事業 及び 業務 の 実施 に 関し て 


(1 


(2 


(3 


(4 






















































































































































































こ 規定 前 NM に 係る 基 


表現 力 を 養う こと を 目的 と する 「 す くす く 教室 」 と 、 





童 福祉 





児 間 





全 





骨 





育成 
成 2 6 年 条 
































見 童 の 安全 確保 を 




















自 


ay 性 








事業 で あり 、 堺 市 放 
网 第 4 5 号 ) 【 
本 的 な 
図り 、 





こ 基 づ 


事項 を 踏ま え 、 
・ 社 会 





連携 し て 実施 する 。 




































































お いて も 、 業 


と され た 日 
その 他 に より 、 事業 及び 





见 


) 事業 実施 日 は 、 履 行 期 間 中 の 次 の ① 及 び ② に 定め る 日 を 除く 日 と する 。 
① 履行 期間 中 の 日 曜日 、 国 民 の 祝日 に 関す る 法律 に 規定 する 休日 
② 12 月 2 9 日 か ら 翌 年 の 1 月 3 日 まで の 日 
) 実施 時 間 は 、 次 の と お り と する 。 な お 、 す べべ て の 実施 日 に お いて 、 午 後 6 時 3 0 分 か ら 午後 7 時 
まで は 、 事 前 に 利用 時 間 延 長 制度 に つい て の 申し 込み を 行っ た 児童 を 対象 と する 。 
(土曜 日 ・ 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 及び 学校 長期 休業 中 ) 
午前 8 時 か ら 午 後 7 時 
(その 他 ) 
放課後 か ら 午後 7 時 
) 業務 日 は 、 事業 実施 日 と 同じ 日 と する 。 事業 が 台風 な ど に より 中 止 に な っ た 場合 に 
務 日 と する 。 
) 業務 時 間 は 、 次 の と お り と する 。 た だ し 、 短縮 授 業 、 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 
童 持参 の 弁当 の 預かり 日 等 、 学校 行事 、 業務 開始 時 間 前 の 下校 時 刻 の 設定 
業務 の 実施 日 時 が 変更 と な る 場合 に は 、 こ の 限り で な い 。 























(土曜 日 ・ 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 及び 学校 長期 休業 中 ) 
午前 7 時 3 0 分 か ら 午後 7 時 まで と する 。 

(その 他 ) 
午後 1 時 3 0 分 か ら 午後 7 時 まで と する 。 








| 

















fl 











fl 


7 すく すく 教室 の 事業 及び 業務 の 実施 に 関し て 
(1) 事業 実施 日 は 、 履 行 期間 中 の 次 の ① 及 び ② に 定め る 日 を 除く 日 と する 。 
① 履行 期間 中 の 日 曜日 、 国 民 の 祝日 に 関す る 法律 に 規定 する 休日 
② 12 月 2 9 日 か ら 翌 年 の 1 月 3 日 まで の 日 
(2) 実施 時 間 は 、 次 の と お り と する 。 
(土曜 日 ・ 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 及び 学校 長期 休業 中 ) 
午前 9 時 か ら 午 後 5 時 
(その 他 ) 
放課後 か ら 午後 5 時 
( 3) 業務 日 は 、 事業 実施 日 と 同じ 日 と する 。 事業 が 台風 な ど に より 中 止 に な っ た 場合 に お いて も 、 業 
務 且 と ずる 。 
(4) 業務 時 間 は 、 次 の と お り と する 。 た だ し 、 短縮 授業 、 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 、 児 
症 持 の 弁当 の 預かり 日 等 、 学校 行事 、 業務 開始 時 間 前 の 下校 時 刻 の 設定 その 他 に より 、 事業 及び 
業務 の 実施 日 時 が 変更 と な る 場合 に は 、 こ の 限り で な い 。 
土曜 日 ・ 休 業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 及び 学校 長期 休業 中 ) 
午前 8 時 3 0 分 か ら 午後 5 時 3 0 分 まで と する 。 
その 他 ) 
午後 1 時 3 0 分 か ら 午 後 5 時 3 0 分 まで と する 。 
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8 業務 内 容 
(1) 入 退 室 等 に 係る 書類 の 配布 、 及 び 一 次 申込 受付 時 の 回 収 業務 に 関す る こと 。 
(2) プロ ポー ザル に よる 企画 提案 に 基づい た 事業 計画 ・ 指 導 計 画 の 作成 ・ 遂 行 に 関す る こと 。 
(3) 従事 者 に 対す る 研修 (人 権 教育 を 含む ) 計画 の 作成 ・ 実 施 ・ 報 告 に 関す る こと 。 
(4) 自然 災害 、 感染 症 、 熱中 症 そ の 他 突 発 的 な 危機 事象 等 に 対応 する た め 、 堺 市 放課後 児童 対策 等 事 
業 安全 管理 の 手引 き (以下 、「 安 全 管 理 の 手引 き 」 と いう ) に 基づき 、 人 危機 管理 マニ ュ ア ル を 作成 
し 、 危機 管理 体制 の 確立 を 図る こと 。 な お 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に つい て は 堺 市 立 学校 
園 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 対応 マニ ュ ア テル 「 学 校 の 新しい 生活 様式 」 に 沿っ た 
対応 を 実施 し 感染 拡大 を 防ぐ こと 。 また 、 各 堺 っ 子 く らぶ に お いて 、 地震 (津波 浸水 想定 区 域 に 所 
在 す る ルー ム に つい て は 津波 を 含む ) に 対す る 避難 、 消防 及び 不審 者 対応 に 関す る 訓練 を 年 2 回 以 
上 行う こと 。 な お 、 発注 者 と 受注 者 の 協議 の 上 、 必要 に 応じ て 安全 管理 の 手引 き を 改訂 し た 場合 に 
は 、 危 機 管 理 マ ニュ アル の 改訂 も 行う こと 。 
(5) 保護 者 等 と の 連絡 体制 の 確立 と 周知 徹底 及び 、 発注 者 が 調達 する 緊急 メー ル の 登録 ・ 配 信 に 関す 
る こと 。 ま た 、 児童 を 新た に 受け 入れ る 際 は 、 当 該 児童 ・ 家 庭 の 状況 ・ 個 別 の 配慮 事項 に つい て 、 
事前 に 保護 者 と 情報 交換 を 行う こと 。 
(6 ) 及び 物品 の 維持 管理 に 関す る こと 。 
(7 ) 児童 の 利用 に 関し 発注 者 と の 連絡 調整 を 行い 、 毎 月 業務 完了 届 及 び 事 業 実施 状況 の 報告 書 ( 
の oN を うこ 
(8) 利用 の 安全 に 関す る こと 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 下校 時 の 安全 確保 を 図る こと 。 












































コト 上 























































































































































































































































































































事前 
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Go 


















































(9 ) 活动 了 


(10) 学校 給 1 


16) 共 ) 



































び 学 校長 期 休業 














児童 韻 校 時 か ら 昼 1 




















ログ ラム (校外 











食 が 行わ れ な い 実 施 晶 

































































E で の 間 と し 、1 人 以上 業務 従事 者 を 
(11) の び の び ル ー ム に か か る 間食 代 の 徴収 及び 間 1 
































食 の 提供 に 関す る 





動 を 含む ) の 計画 ・ 実 施 に 関す る こと 。 ま た 、 保護 者 に 対し て 事前 に 必 
要 事 項 (日 時 、 実 費 負 担 の 有無 等 ) の 周知 を 図る こと 。 

は 、 児童 持参 の 弁当 を } 
注意 を 払う こと 。 な お 、 弁当 を 預かる 時 間 帯 は 、 土曜 














か り 、 食中毒 等 が 発生 し な いよ うに 細心 の 
の 変更 に より 休業 日 と され た 日 及 
食 時 まで の 間 と し 、 そ れ 以 外 の 業務 日 に お いて は 
所 置 才 厂 二 上 。 

業務 を 行う こと 。 間食 代 に つい 


























て は 、 受注 者 が 保護 者 より 月 額 2, 0 0 0 円 を 徴収 する こと 。 な お 、 間 食 に つい て は 、 栄養 面 や 活 




















力 面 か ら 必 要 と され る も の を 適切 に 提供 し 、 賞味 期限 を 守り 、 生菓子 な どの 傷み や すい も の や や 児 
が の ど に 詰め や すい も の な ど は 避け 、 個別 包装 に よる 乾燥 菓子 な ど 傷 みにくい も の と し 、 食 中 毒 等 
間食 の 提供 に 関し て は 、 補 食 と し て の 役割 
等 に つい て も 工夫 する こと 。 そし て 、 食物 
E マ ニュ アル に 基づき 事前 に 保護 者 と 丁寧 





























13) 市 内 間 | 





















































事故 が 発生 し な いよ うに 細心 の 注意 を 行う こと 。 3 
を 鑑み 、 昼食 と 夕食 の 時 間 帯 等 を 考慮 し て 提供 時 間 や 
アレ ルギー の ある 児童 に つ 
に 連絡 を 取り 合い 、 安 全 ( 
12) 保護 者 より 保険 料 を 徴収 
害 保険 の 支払 い に 必要 な ヨ 


























ヽ て は 、(4) 记载 O 危 机 管理 
配慮 し て 対応 する こと 。 

注 者 が 指定 する 傷害 保険 に 加入 する こと 。 また 、 事故 発 4 
続き を 行う こと 。 

食 代 に 関す る 引継 ぎ を 行う こと 。 

果 護 者 の ニー ズ を 























阪 校 す る 児童 の 保険 ・ 間 
14) 保護 者 の 相談 に 対応 する 
15) 学校 と の 連絡 調整 を 密 に 
と 。 た だ し 、 突 発 的 な 事故 等 に 伴 
教室 が ある 場合 に は 、 出席 リ 


















































た っ て 必要 な 連絡 調整 を 学校 と 行う こと 。 
17) 児童 の 安全 確保 及び ? 


























コン ディ ショ ナ 
ロン 類 の 使 / 
に 基づき 、 業務 用 
去 に つい て は 、 発 注 者 が 提示 する 科 易 点検 記録 簿 に 従い 、 目 視 等 に より 実施 する こと 。 また 、 
# 業 者 で 保管 する こと 。 

続き 等 に つい て 、 新規 の 利用 保護 者 に つい 
回 別 対応 等 で 周知 する こと 。 

手続 き な ど に つい て 、 ルー ム だ より 等 で 全て 




































































成 13 年 6 月 22 日 法律 第 64 














モテ 
里 
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不 





『 に は 傷 


| 
dd 


屋 し 、 事 業 運営 の 参考 と する こと 。 

運営 を は か る こと 。 また 、 事業 の 実施 時 間 を 厳守 する こ 
いて は 柔軟 に 対応 する こと 。 
数 に 応じ て 適正 に 共用 教室 を 活用 する こと 。 また 、 利用 に あ 






































且 場 所 の 衛生 状態 を 保つ た め 、 整理 整頓 ・ 清 掃 を 徹底 し 、 危険 物 が な いか 
の 確認 を 行う こと 。 また 活動 場所 に ある 機器 に つい て も 維持 管理 の 為 、 清掃 を 行う こと 。 特に エア 
、 換 気 扇 に つい て は 定期 的 に 実施 する こと 。 
] の 合理 化 及 び 管 理 の 適 1 












































点検 実施 後 は 簡易 点検 記録 委 を 運営 
19) 運営 事業 者 と し て の 指導 目標 や 活 生 


エア デー コン ディ ショ ガブ 



































Wh 


上 開始 日 まで に 

















品 明 会 を 開催 


























20) 運営 事業 者 と し て の 指導 目標 や 活 























の 利用 保護 者 に 周知 する こと 。 
21) 児童 の 救急 救命 に 関わ る 
基づい て 迅速 に 対応 する こと 。 
22) 学校 が 教育 の 場 で や る こと を 十分 考慮 の うえ 、 
含め て 適切 に 応対 
23) の び の び ル ー ム と すく すく 教室 で の 連絡 調 * 
ずる こと 。 
24) その 他 児 童 の 健 























ft 
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「 す る こと 。 





























全 育 成 上 必要 な 活動 を 行う こと 。 

















な 
| 及び 3 月 ) 行う こと 。 简易 点 






































ほ 案 に 対し て 、 組 織 体 制 を 構築 し 、(4) 記載 の 危機 管理 マニ ュ ア ル に 














、 保 護 者 、 来 校 者 、 教 職員 に 対し て 接骨 等 を 


活動 に あたっ て は 、 連携 し て 実施 





9 の び の び ル ー ム の 実施 体制 






























































( 1) の び の ぴ ル ー ム の 業務 時 間 内 に は 、 児童 の 安全 な 活動 を 確保 する た め 、 次 の ① 及 び ② (以 下 [ 业 
務 従事 者 」 と いう 。) を 配置 する こと 。 
① 放課後 児童 支援 員 
放課後 児童 健 

























































































童 健全 育成 事業 の 設備 及び 運営 に 関す る 基準 (平成 26 年 4 月 30 日 厚生 労働 省令 第 

63 号 ) (以下 「 基 準 」 と いう 。) 第 1 0 条 第 1 項 に 基づき 配置 を 義務 付け られ て いる 放課後 児童 

支援 員 は 、 同 条 第 3 項 各 号 の いずれ か に 該当 し 、 か つ 都 道府県 知事 等 が 行う 認定 資格 研修 を 修了 
し た 者 で あり 、 各 堺 っ 子 く らぶ に お いて 事業 を 運営 する に あたり 中 心 的 な 立場 と な る 者 と する 。 

② 補助 員 

基準 第 1 0 条 第 2 項 に 規定 され る 、 放 課 後 児 童 支援 員 が 行う 支援 に つい て 放課後 児童 支援 員 

を 補助 する 者 を いう 。 

(2 ) の び の び ル ー ム の 実施 時 間 に つ いて 、 支 援 の 単位 毎 に 業務 従事 者 を 2 人 以上 配置 する も の と し 、 
うち 1 人 以上 は 放課後 児童 支援 員 と する こと 。 支援 の 単位 数 に よる 業務 従事 者 の 配置 基準 は 以下 
の 表 の と お り と する 。 
< の び の び ル ー ム 配置 基準 > 
































































































































































































































































































































支援 の 単位 数 児童 数 配置 人 数 
1 40 人 以下 2 人 
2 80 人 以 下 4 人 
3 120 人 以 下 6 人 
4 160 人 以下 8 人 
5 200 人 以 下 10 人 
6 240 人 以 下 12 人 
7 280 人 以 下 14 人 
8 320 人 以 下 16 人 









































四 | 








※1 配置 基準 の 表 内 、「 児 童 数 」 に つい て は 、 国 の 通知 に 従い 、 登 録 児 童 数 に 1 週間 の 利 
希望 日 数 を 勘案 し た 人 数 と する 。 
※2 の び の び ル ー ム の 業務 時 間 に お ける 始め の 3 0 分 に つい て は 、 配 置 基 準 の 半数 以上 の 
配置 と する 。 また 、 午後 6 時 3 0 分 か ら 午後 7 時 まで の 間 は 、 申込 児童 数 に よる 支援 の 単 
位 数 の 配置 と する 。( た だ し 、 有 双方 と も 最低 2 人 以上 ) 
(3) の び の び ル ー ム の 業務 の 実施 に お いて は 、 放課後 児童 支援 員 の 中 か ら 次 の ひか ら ⑨③ の 者 を 選任 す 
る ご と %。 
① 主任 指導 員 
堺 っ 子 く らぶ の 責任 者 と し て 、 他 の 業務 従事 者 を 統括 する こと が で きる 者 で ある こと 。 
② 准 主任 指导员 
の び の び ル ー ム の 児童 数 が 8 0 人 を 超え る 場合 に 、 主 任 指 導 員 と 同等 の 能力 が ある と 認め ら 
れる 者 を 、 副 主任 指導 員 に 准 え て 准 主任 指導 員 と し て 配置 する こと が で きる 。 
③ 副 主 任 指導 員 
主任 指導 員 に 準じ る 能力 が ある と 認め られ る 者 を 、 の び の び ル ー ム の 児童 数 が 1 2 0 人 まで 
の 場合 は 1 人 以上 、1 2 1 人 か ら 1 6 0 人 まで の 場合 は 2 人 以上 、1 6 1 人 か ら 2 0 0 人 まで の 
合 は 3 人 以上 、2 0 1 人 か ら 2 4 0 人 まで の 場合 は 4 人 以上 、2 4 1 人 か ら 2 8 0 人 まで の 場 
合 は 5 人 以上 、2 8 1 人 か ら 3 2 0 人 まで の 場合 は 6 人 以上 、3 2 0 人 を 超え る 場合 は 7 人 以上 
配置 する こと 。 (以降 、4 0 人 増え る 毎 に 1 人 以上 追加 配置 する 。) 
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(4) の び の び ル ー ム の 業務 の 実施 時 間 内 に は 、 必ず 主任 指導 上 員 又 は 副 主 任 指導 員 ( 稚 主 任 指導 員 ) を 
常時 配置 する こと 。 

(5) 前 記 (3) ② に 基づき 受注 者 が 必要 と 認め た 場合 に お いて 、 礁 主任 指導 員 に 替え て 主任 指導 員 を 
配置 する こと が で きる 。 










































































































































































10 すく すく 教室 の 実施 体制 
(1) すく すく 教室 の 業務 時 間 内 に は 、 児 童 の 安全 な 活動 を 確 介 する た め 、 次 の ひか ら ⑨⑱ (以下 「 業 務 
従事 者 」 と いう 。) を 配置 する こと 。 
① 主任 学習 アド バイ ザー 
教育 職員 免許 状 所 持 者 等 専門 的 な 知識 や 経験 を 有する 人 材 等 と し 、 各 すく すく 教室 の 責任 者 
と し て 、 他 の 指導 員 や 指導 員 が 行う 全 児童 活動 中 に お ける 活動 プロ グラ ム ・ 学 習 補助 等 を 統括 す 
る 者 と する 。 た だ し 学生 を あて る こと は で き な い 。 
② 学習 アド バイ ザー 
教育 職員 免許 状 所 持 者 や 教職 を 志望 する 大 学生 等 専門 的 な 知識 や 経験 を 有する 人 材 等 と し 、 
他 の 指導 員 が 行う 全 児 童 活動 中 に お ける 活動 プロ グラ ム ・ 学 習 補助 等 を 統括 する こと が で きる 
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主任 学習 アド バイ ザー お よび 学習 ア ドバイ ザー を 補助 する 者 を いう 。 
(2) すく すく 教室 の 実施 時 間 に つ いて 、 業務 従事 者 の 配置 基準 は 以下 の 表 の と お り と する 。 た だ 









































































































































































































































































































































































































































すく すく コー ス 利 用 人 数 が 3 3 0 人 を 超え る 場合 は 、3 3 0 人 を 超え て 3 0 人 毎 に 1 名 指導 員 を 
配置 する こと と する 。 この 場合 の 指導 員 単 価 は 、 障害 等 の た め 配慮 を 要する 児童 の 在籍 や 安全 管理 
上 必要 な 場合 等 に 伴う 業務 従事 者 の 追加 配置 に 伴う 指導員 の 単価 と し 、 そ の 単価 に 追加 配置 する 
指導 員 の 人 数 を 乗じ た 金額 を 基本 契約 に 加え る も の と する 。 
くす くす さく 教室 配置 基準 > 
登録 児童 数 配置 人 数 主任 学習 アド バイ ザー 学習 アド バイ ザー 指導 員 
60 人 以下 2 人 1 人 1 人 
90 人 以下 3 人 1 人 2 人 
120 人 以下 4 人 1 人 1 人 2 人 
150 人 以下 5 人 1 人 1 人 3 人 
180 人 以下 6 人 1 人 2 人 3 人 
210 人 以 下 7 人 1 人 2 人 4 人 
240 人 以 下 8 人 1 人 3 人 4 人 
270 人 以 下 9 人 1 人 3 人 5 人 
300 人 以下 1 0 人 1 人 4 人 5 人 
330 人 以 下 1 1 人 1 人 4 人 6 人 
※1 すく すく 教室 の 業務 時 間 に お ける 始め と 終わ り の 3 0 分 に つい て は 、 配 置 基準 の 半数 
以上 の 配置 と する 。( た だ し 、 最 低 2 人 以上 ) 























(3 ) すく すく 教室 の 業務 時 間 内 に は 、 必ず 主任 学習 ア ドバイ ザー 又は 学習 ア ドバイ ザー を 常時 配置 す 
る こと 。 主任 学習 アド バイ ザー が 何ら か の 事情 で 不在 の 場合 に は 、 学 習 ア ドバイ ザー を 充て る こ 
ど 。 




































































11 堺 っ 子 く らぶ (の び の び ル ー ム と すく すく 教室 の 共通 事項 ) の 実施 体制 
1 ) 事業 の 円 滑 な 推進 を 図る た め 、 第 9 項 、 第 1 0 項 と は 別に 本 業務 に 対し て コー ディ ネー ター を 1 
人 以上 配置 する こと 。 

2) 年 間 に 配置 する 指導 員数 は 、 毎 年 4 月 1 日 現在 の 児童 数 を 基準 と する 。 

3) 障害 等 の た め 配 慮 を 要する 児童 の 在籍 や 安全 管理 上 必要 な 場合 等 に 伴う 業務 従事 者 の 追加 配置 
に つい て は 、 発 注 者 が 必要 と 認め た 場合 に つい て 行う も の と する 。 

4 ) 毎年 4 月 1 日 に お いて 、 各 堺 っ 子 く らぶ の 利用 申込 人 数 が 1 2 人 に 満た な い 場 合 は 、 そ の 堺 っ 子 
くら ぶ を 開設 し な い 。 この 場合 、 当初 契約 の 金額 か ら 開 設 し て いな い 期 間 に 相当 する 月 数 分 の 委託 
料 を 減額 する も の と する 。 

(5) 土曜 日 に お ける 業務 従事 者 配置 に つい て は 、 出 席 児 童 数 に よる 支援 の 単位 数 の 配置 と する 。( そ 
の 場合 も 第 9 項 及び 第 1 0 項 の 配置 基準 は 満た すこ と ) また 8 月 1 2 日 て 1 6 日 、 入 学 式 ・ 卒 業 式 

の 日 及び 休業 日 の 変更 に より 休業 日 と され た 日 に つい て も 、 予 め 出 席 児童 数 を 把握 し た 上 で あれ 
ば 、 土 曜日 と 同様 の 配置 と し て よい 。 

(6) 自然 災害 や 感染 症 等 の 緊急 事案 に より 、 学校 活動 が 行え を な く な っ た 場合 に お いて 、 そ の 時 間 帯 の 
児童 の 預け 入れ に つい て 、 可 能 な 限り 協力 を 行う こと 。 































































































































































































































































































































































































































































































12 の び の び ル ー ム の 業務 従事 者 の 役割 及び 職務 
(1) 放課後 児童 支援 員 の 役割 及び 職務 
【 役 割 】 
放課後 児童 支援 員 は 、 豊か な 人 間 性 と 倫理 観 を 備え 、 常 に 自己 研 鐘 に 励み な が ら 必 要 な 知識 及び 
技能 を も っ て 育成 支援 に 当たる 役割 を 担う と と も に 、 関 係 機関 と 連携 し て 児童 に と っ て 適切 な 養 
育 環 境 が 得 ら れる よう 支援 する 役割 を 担う 。 
【 職 務 】 
・ 児 童 の 出席 確認 及び 状況 の 把握 
・ 遊 び や 諸 活動 を 通じ て の 自主 性 、 社 会 性 及び 創造 性 を 塔 う 援助 
・ 基 本 的 生活 習慣 の 確立 に 向け た 援助 
・ 児 童 の 健康 管理 、 安 全 の 確保 及び 情緒 の 安定 を 図る た め の 援助 
・「 ル ー ム だ より 」 の 発行 
・ 保 護 者 ・ 家 庭 と の 日 常 的 及び 定期 的 な 連絡 、 情 報 交 換 (新規 受け 入れ 時 、 保 護 者 懇談 会 等 ) 及び 
家庭 生活 の 支援 
・ 児 童 の 状況 に 関す る 学校 と の 連携 (情報 交換 、 連 絡 、 詩 整 等 ) 
・ 地 域 の 関係 機関 や 団体 と の 連携 (連絡 及び 調整 等 ) 
・ 会 議 や 打ち 合わ せ 等 に よる 支援 内 容 の 検討 及び 情報 共有 
・ 行 事 や 活動 内 容 の 企画 及び 実施 
・ 業 務 日 誌 の 作成 (児童 の 様子 及び 育成 支援 、 行 事 や 活動 内 容 等 ) 
・ 清 掃 、 衛 生 管 理 、 安 全 点検 及び 片付け 等 
・ コ コーディネー ター と の 連携 
・ 入 退室 等 に か か る 書類 の 保護 者 へ の 配布 及び 一 次 申込 時 の 受付 
・ の び の び ル ー ム の 保険 料 等 の 徴収 
・ 間 食 の 購入 及び 間食 代 の 徴収 、 賞 味 期限 確認 等 の 在庫 管理 
・ 教 室 の 掲示 、 飾 りつ け の 企画 及び 実施 
・ 補 助 員 へ の 指導 及び 助言 






































































































































































































































































































































(2) 次 の の か ら ⑳ の 者 に つい て は 、 前 項 (1) の 【 職 務 】 の 他 、 以 下 の 職務 を 行う こと 。 な お 、 同 一 








の 役職 に 2 人 以上 配置 する 場合 は 、 役 割 分 担 を 明確 に する こと 。 
① 主任 指導 員 
・ 堺 っ 子 く らぶ 運営 の 管理 と 総括 に 関す る こと 
・ の び の び ル ー ム 業務 従事 者 の 指導 と 管理 に 関す る こと 
・ の び の び ル ー ム の 保険 料 及び 間食 代 の 出納 管理 に 関す る こと 
・ す くす く 教 室 と の 連携 に 関す る こと 
② 准 主 任 指導 員 
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上 
・ 主 任 指 導 員 が 不在 時 に お いて は 、 そ の 職務 を 代行 する こと 
③ 副 主 任 指導 員 
































・ 円 滑 か つ 効 率 的 な 事業 実施 の た め 、 前 項 (1 ) の 【 職 務 】 に つい て 、 主 任 指導 員 を 補佐 する こ 















































導 員 を 補佐 する こと 
・ 主 任 指 導 員 及び 准 主任 指導 員 が 不在 時 に お いて は 、 そ の 職務 を 代行 する こと 

(3) 補助 員 の 役割 及び 職務 

【 役 割 】 













































































・ 円 滑 か つ 効 率 的 な 事業 実施 の た め 、 前 項 (1 ) の 【 職 務 】 に つい て 、 主任 指導 員 及 び 准 主任 指 























補助 員 は 、 豊か な 人 間 性 と 倫理 観 を 備え 、 常に 自己 研 鏡 に 励み な が ら 必 要 な 知識 及び 技能 を も っ 


























て 育成 支援 に 当たる 役割 を 担う と と も に 、 放 課 後 児 童 支 援 員 を 補助 する 役割 を 担う 。 
【 職 務 】 

・ 児 童 の 出席 確認 及び 状況 の 把握 の 補助 

・ 遊 び や 諾 活動 を 通じ て の 自主 性 、 社 会 性 及び 創造 性 を 培う 援助 の 補 
・ 基 本 的 生活 習慣 の 確立 に 向け た 援助 の 補助 
・ 児 童 の 健康 管理 、 安 全 の 確保 及び 情緒 の 安定 を 図る た め の 援 助 の 補助 
・ 行 事 や 活動 内 容 の 企画 及び 実施 の 補助 
・ 業 務 日 誌 の 作成 (児童 の 様子 及び 育成 支援 、 行 事 や 活動 内 容 等 ) の 補助 
・ 清 掃 、 衛 生 管理 、 安 全 点検 及び 片付け 等 の 補助 
・ コ コーディネーター と の 連携 の 補助 
・ 入 退室 等 に か か る 書類 の 保護 者 へ の 配布 及び 一 次 申込 時 の 受付 の 補助 
・ の び の び ル ー ム の 保険 料 等 の 徴収 の 補助 
・ 間 食 の 購入 及び 間食 代 の 徴収 、 賞 味 期 限 確認 等 の 在庫 管理 の 補助 
・ 教 室 の 掲示 、 飾 りつ け の 企画 及び 実施 の 補助 
・ 放課後 児童 支援 員 の 指導 及び 助言 の 下 で 行う 補助 業務 
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1 3 すく すく 教室 の 業務 従事 者 の 役割 及び 職務 
(1) 指導 員 の 役割 及び 職務 


【 役 割 】 













































































必要 な 知識 や 人 権 感覚 の 醸成 及び 技能 の 修得 、 維持 及び 向上 に 努め 、 なおかつ 情熱 を 









































才思 健 








指導 員 は 、 本 事業 の 趣 計 を 正しく 理解 し 、 常に 自己 研 鏡 に 励み 、 児童 の 健全 な 育成 を 図る た め に 














事 な 


者 と し 、 学習 を は じ め 様 々 な 体験 ・ 交 流 活動 の 場 を 提供 する こと に より 、 児童 の 学習 の 習慣 づけ を 





























居る と と も に 、 意 欲 や 関心 を 広げ る 役割 を 担う 。 








【 職 務 】 


上 自 半 


・ 児 童 の 出席 確認 及び 状況 の 把握 

・ 主 任 学習 アド バイ ザー 及び 学習 ア ドバイ ザー の 指導 及び 助言 の 下 で 継続 的 に 行 う 、 児 童 の 宿題 
な ど 自 主 学習 及び 活動 へ の 支援 

・ 個 々 の 児童 の 習熟 状況 の 把握 の 補助 

・ 上 魅力 ある 体験 プロ グラ ム の 企画 及び 実施 の 補助 

・ 児 童 の 健康 管理 、 安 全 の 確保 及び 情緒 の 安定 を 図る た め の 








































































































援助 











・ 保 護 者 ・ 家 庭 と の 日 常 的 及び 定期 的 な 連絡 、 情 報 交 換 (保護 者 銀 談 会 等 ) 及び 家庭 生活 の 支援 






































・ 清 掃 、 衛 生 管理 、 安 全 

















・ す くす く 教 室 の 保険 料 





















































・ 教 室 の 掲示 、 飾 りつ け の 企画 及び 実施 
・ 主 任 学習 アド バイ ザー 及び 学習 ア ドバイ ザー の 指導 及び 助言 の 下 で 行う 補助 業務 























J 
(2) 次 の ① 及 び ② の 者 に つい て は 、(1) の 【 職 務 】 の 他 、 以 下 の 職 務 を 行う こと 。 





@ 主任 学習 アド バイ ザー 














・ す くす く 教 室 運営 の 








管理 と 総括 に 関 

















児童 の 状況 に 関す る 学校 と の 連携 (情報 交換 、 連 絡 、 詩 整 等 ) 
・ 地 域 の 関係 機関 や 団体 と の 連携 (連絡 及び 調整 等 ) 

・ 会 議 や 打ち 合わ せ 等 に よる 支援 内 容 の 検討 及び 情報 共有 
・ 業 務 日 誌 の 作成 (児童 の 様子 及び 学習 
点検 及び 片付け 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー と の 連携 
・ 入 退室 等 に か か る 書類 の 保護 者 へ の 
等 の 徴収 


























支援 、 行事 や 活動 内 


に 


配布 及び 一 次 申込 時 の 




















する こと 





























・ す くす く 教 室 業務 従事 者 の 指導 と 管 























E に 関す る こと 








・ 児 童 の 習熟 状況 の 把握 に 関す る こと 
・ 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知識 や 技能 の 習得 














成 及び 実施 




















支援 する た め の 


























・ す くす く 教 室 の 保険 料 の 出納 管理 に 
・ の び の び ル ー ム と の 連携 に 関す る こと 


@ 学習 アド バイ ザー 



































CO 





関す る こと 





受 付 























1 間 及 び 学 期 ご と の 学習 指導 計画 の 作 


























] 滑 か つ 効 率 的 な 事業 実施 の た め 、(1) の 【 職 務 】 に つい て 、 主 任 学 習 ア ドバイ ザー を 補佐 




















・ 主任 学習 ア ドバイ ザー の 不在 時 に お いて 、 そ の 職務 を 代行 する こと 





14 コー ディ ネー ター の 役割 及び 職務 


【 役 割 】 
































コー ディ ネー ター は 、 放課後 児童 支援 員 に 求め られ る 役割 を 十分 に 理解 し た 上 で 、 よ り 広 い 視 野 





を 持ち 、 各 堺 っ 子 くら ぶ 
【职务 】 
. 学校 や 発注 者 及び 関係 

















に お いて 円 消 に 








団体 と の 連絡 調 











事業 が 行わ れる よう 


整 





・ 事 業 の 企画 立案 及び 総合 調整 
・ 業 務 従 事 者 の 資質 向上 の た め の 研 修 の 企画 及び 実施 





・ 業 務 従 事 者 の 従事 実態 
・ 主 任 指導 員 や 保護 者 等 


























の 把握 及び 調整 





か ら の 相談 に 対し て の 迅速 な 対応 











に 指導 及び 調整 する 役割 を 担う 。 























・ 定 期 的 な 各 堺 っ 子 く らぶ 訪問 に よる 運営 状況 の 把握 及び 指導 ・ 助 言 その 他 業 務 遂 行 上 必要 な 活 












































動 
・ 障 害 お な ど に より 配慮 を 要する 児童 の 入室 に 関わ っ て 、 堺 っ 子 く らぶ へ の 児童 の 情報 の 伝達 及び 
指導 

15 業務 の 履行 











受注 者 は 、 業 務 の 履行 に あたっ て 、 次 の 事項 を 守ら な けれ ば な ら な い 。 

1 ) 業務 従事 者 に 対し 、 受 注 者 の 従業 員 で ある こと を 示す 名 札 及 び 業 務 に ふさ わし い 服 装 を 着用 さ 
せ 、 そ の 地位 を 明確 に し 、 業 務 の 迅速 か つ 適切 な 遂行 を 期す る こと 。 

2) 主任 指導 員 等 常駐 業務 従事 者 が 実務 を 行え な いよ うな 事情 が 生じ た 場合 は 、 直 ち に 代替 員 を 配 
置 し 、 そ の 則 及 び 代 奉 員 の 氏名 を 発注 者 に 連絡 し 、 業 務 委 託 の 遂行 に 万 全 を 期す る こと 。 
3) 受注 者 は 、(2) の 臨時 的 措置 が 長期 に 及ぶ と き は 、 速 や か に 学校 長 及 び 発 注 者 に 報告 する と 
と も に 、 業 務 従 事 者 の 変更 等 、 管 理 上 所 要 の 措置 を と る こと 。 

4) 委託 期間 の 始期 か ら 確 実に 業務 の 履行 が で きる よう 、 受 注 者 は 学校 と の 連絡 調整 、 業 務 従 事 者 
の 教育 や 前 事業 者 な どか ら の 引継 ぎ 等 の 事前 準備 を 十分 に 行い 、 事 業 運営 が 円 滑 に 行わ れる よう 
対応 する こと 。 































































































































































































































































































16 受注 者 の 責務 
1 ) 受注 者 は 、 業務 実施 場所 が 学校 内 に ある こと を 踏ま え 、 業務 従事 者 に 対 し 適切 な 服務 規律 の 指導 
及び 監督 を 行う も の と する 。 

2 ) 業務 の 履行 に 際 し 、 受注 者 が 市 の 施設 等 を 利用 する 場合 は 、 そ の 業務 の 履行 以外 の 目的 で 当該 施 
設 等 の 不適 切な 利用 を 行わ な いこ と 。 

3) 発注 者 は 、 業務 従事 者 に 服装 、 言葉 遣い 及び 児童 、 保 護 者 、 来 校 者 、 教 職員 へ の 応対 等 に つい て 
改善 の 必要 が ある 場合 は 、 受注 者 に 対し 、 改善 を 求め る こと が で きる 。 受注 者 は 、 こ の 改善 要求 に 
速やか に 対応 し 、 報 告 す る も の と する 。 

4 ) 受注 者 は 、 労働 関係 ・ 社 会 保険 関係 の 法令 等 を 遵守 し 、 業務 従事 者 に 対 し 使用 者 と し て の 責任 を 
すべ て 果たす と と も に 、 適 切な 教育 指導 と 指揮 監督 に 努め る も の と する 。 

5 ) 受注 者 の 故意 また は 過失 に より 第 三 者 及び 学校 の 建物 及び 物品 等 に 損害 が 生じ た 場合 は 、 受注 者 
の 責務 と し て すみ や か に 原状 回 復 し 、 損 害 が 生じ た 場合 は 賠償 義務 を 負う も の と する 。 

6 ) 本 市 が 受注 者 に 貸与 する 物品 は 以下 の と お り と する (レー ム に よっ て は 若干 差異 あり )。 ま た 貸 
与 する 物品 の 数 量 は 業務 履行 期間 開始 日 時 点 で の 数 量 を 上 限 と する 。 た だ し 、 利用 児童 の 増加 等 、 
業務 履行 期間 開始 日 時 点 と 状況 が 変わ っ た と 認め られ る 場合 は この 限り で な い 。 また 、 消耗 品 に つ 
いて 、 業 務 履 行 期間 開始 日 に お いて すでに 業務 場所 に 設置 され て いる 市 の 物品 等 に 限り 、 引 き 続 き 
使用 する こと が で きる 。 た だ し 、 当該 物品 等 が 破損 等 に より 使用 不能 に な っ た 時 は 、 受注 者 の 負担 
に より 処分 、 修理 、 調達 等 を 行う こと 。 ま た 、 使用 し な いこ と も で きる 。 受注 者 は その 叶 業 務 履 行 
期間 開始 日 まで に 意思 を 表明 する こと 。 

































































































































































































































































qd 












































































































































































































































事务 机 事務 椅子 冷蔵 庫 保管 ロッ カー 
シュ ー ズ ボッ クス (児童 用 ) | 更衣 ロッ カー テレ ビ 座 卓 (児童 用 ) 









































(7 ) 受注 者 は 、 業 務 中 に 知り 得 た 情報 に つい て の 守秘 義務 を 負う 。 ま た 、 本 契約 履行 後に お いて も 
同様 と する 。 


(8) 光熱 水 費 に つい て は 発 当 
イン ター ネッ ト 接 続 料 に つい て は 受 当 

















E 者 が 



































支払 う も の と する 。 な お 、 分 
EE 者 が 支払 う も の と する 。 ま た 、 








局 
時 * 





















































節水 に 努め る こと 。 電話 料金 、 
専用 教室 と 共用 教室 の 活動 








場所 が 離れ て いて 、 指 導 員 同士 の 連携 を 図る た め に 携帯 電話 等 が 必要 な 場合 の 経費 も 受注 者 が 支 
払う も の と する 。 

(9 ) 受注 者 は 、 ご み の 分 別 処理 に つい て 、 本 市 の 取組 を 遵守 し 、 学 校 に お ける 集積 所 位置 や 回 収 日 
等 の ルール に 従い 、 適 切 に 分 別 対応 を 行う も の と する 。 

(10) その 他 、 業 務 の 実施 に つい て 疑義 が 生じ た 場合 は 、 双 方 で 協議 の うえ 決定 する も の と する 。 











17 業務 従事 者 に 対す る 研修 


業務 遂行 上 必要 な 














修 を 実施 計画 


講 : 
下 





























する 。 
1) 
2 ) 
3 ) 
4 ) 
5 ) 
6 ) 
7 ) 





(8) J 


(9) その 他 業 務 遂 行 上 必要 な 6 


事業 実施 


状況 報 


瑟 


趣旨 


3 








ln 
TL 
不 河 


内 に 記 


・ 目 的 、 業 務 内 容 及 び 服 務 ) 
E 利 擁護 、 























+ 計量 面 西 : 


IA 





子ども の 


、 地 域 、 学 校 と の 調整 、 連 携 
安全 衛生 管理 上 
救急 救命 


① 心 停止 を 起こ 


② ア ナ フ ィ ラキ シー ショ ッ ク を 起こ し た 
発作 、 熱 中 症 発症 時 


上 史 童 の けが 、 














眼 有 
人 権 の 尊重 に つい て 
HE 























(に つい で て 











、 要 な 研修 


に 関わ る 対応 に つい て ( 特 


























し た 児童 に 対す る AED の 使用 


児童 ( = 




















ーー 


多 





1 8 事業 実施 状況 の 報告 






















































































児童 【 ー 
の 対応 に つい て 


に 基づい て 行い 、 終 了 後 、 第 1 8 項 
基 し 提出 する こと 。 実施 し な けれ ば な ら な い f 


(に つい て 


対す る エピ ベン の 接種 





































































































所- > 
すま キラ 左 





lm 











童 の 理解 と 対応 に つい て 














修 に 


は 次 の と お り 


に 以下 ①、② に つい て は 必ず 実施 する こと ) 





Ha 


























実施 状況 の 報告 の (1 ) 
つい て 


と 


受注 者 は 、 次 の と お り 速 や か に 発注 者 に 提出 する こと 。 た だ し 、 了 臨機 の 処置 等 緊急 な 事案 に つい て は 、 
その 事案 ご と に 報告 する も の と する 。 
(1 ) 事業 実施 状況 報告 書 (研修 実施 状況 ・ イ ベン ト 実 施 状況 ・ 非 常 災害 訓練 実施 状況 その 他 報 告 を 含 
む ) 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 毎月 業務 完了 入 
2 ) 児童 の 出席 簿 (事業 実施 場所 毎 ) 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 毎月 業務 完了 後 
3) 業務 日 誌 (放課後 児童 支援 貞 又 は 補助 員 の 区 別 を 含む ) 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 毎月 業務 完了 後 
4 ) 事業 の 自己 評価 シー 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 毎年 度 末 の 業務 完了 委 
5 ) 業務 従事 者 (指導 員 等 ) 予定 者 一 覧 表 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 毎年 度 当初 
6 ) 業務 従事 者 (指導 員 等 ) 変 更 表 
※ 発 注 者 が 指定 する 様式 で 業務 従事 者 変更 の 都度 
7 ) 業務 従事 者 シフ ト 表 (放課後 児童 支援 員 又 は 補助 員 の 区 別 を 含む ) 
※ 任 意 の 様式 で 、 翌 月 分 を 当月 末 ま で 














下 -二 














8) コー ディ ネ 


タ 見 
※ 発 注 者 が 指定 する 楓 




















9 ) 研修 実施 計画 書 
※ 任 意 の 様式 で 、 毎 年 度 当 初 











10) 安全 管理 の 手引 き で 定め る 各 報 告 書 

































































式 で 毎年 度 当初 及び 変更 の 都度 








※ 発 注 書 が 安全 管理 の 手引 き で 指定 する 様式 で 各 事 案 発生 の 都度 
11) その 他 
※ 必 要 に 応じ て 、 発 注 者 が 求め る 内 容 の 報告 を 行う こと 





19 守秘 義務 に つい て 


業務 上 知 
約 を 取り 消 








り 得 た 事 











页 在 












































= 


20 個人 情報 に つい て 


(1) 個 


(2) 業務 上 知り 得 


2 1 

















た め に 必要 な 措置 を 講ず る こと 。 





た 個人 情報 を みだりに 他人 に ? 
間 が 満了 し 、 若 し く は 契約 を 取り 消 























情報 公開 の 取扱 い に つ いて 





「 堺 市 情報 公開 条例 」 の 制定 趣旨 を 踏ま え 




















ズ 、 























E た 同様 と する 。 


呈 ら し 、 又 は 不当 な 目的 に 使用 し な いこ と 。 委託 の 期間 が 満了 し 、 若しくは 契 
され 、 又 は その 職 を 退 い た 後 も 、 


人 に 関す る 情報 (以下 「 個 人 情報 」 と いう 。) の 漏洩 防止 、 そ の 他 の 個人 情報 の 適切 な 管理 の 




















届 ら し 、 又 は 不当 な 
され 、 又 は その 職 を 退 い た 後 も 、 ま た 同様 と する 。 




















的 に 使 











1] し な いこ と 。 委託 の 




















情報 の 開示 に 努め る こと 。 








22 引継 ぎ 等 
(1 ) 契約 満了 等 に より 本 業務 が 終了 する 場合 に は 、 発 沼 
定 し て 円 滑 に 事業 運営 が 継続 で きる よう 協力 する こと 。 


(2 ) 受注 者 が 本 事業 遂行 の た め に 準備 し た 物 





















































口 な を 


HH -二 


























継ぐ 運営 主体 の 同意 が ある 場合 は この 限り で な い 。 





2 3 暴力 団 等 の 排除 に つい て 


(1) 入札 参加 除外 者 を 再 


(2) 再 


① 受注 者 は 、 















































表 に 掲げ る 措 
契約 その 他 の 契約 の 相手 方 (以下 「 再 
これ ら の 事実 が 確認 され た 場合 、 本 市 は 受注 者 に 








© 
除 を 求め る こ 























じ た 禁 力 団 


委託 契約 等 の 締結 に つ 
受注 者 は 、 再 委託 先 等 





置 要 件 に 該当 する 者 を 、 





委託 先 等 と する こと の 禁止 
堺 市 契約 関係 茜 力 団 排除 措置 要綱 に 











ビビ 






































と が で きる 。 





0 











と の 再 



































答 託 契約 等 の 
排除 条項 を 加え る こと と する 。 








M2 


有 和 





が な く 、 か つ 当 該 物 


結 に あたっ て は 、 契約 締結 時 に は 本 市 の 契約 約款 に 準 


E 者 へ の 引継 ぎ 及 び 引 継ぐ 運営 主体 に 対し 、 安 


は 、 すべ て 撤収 し な けれ ば な ら な い 。 た だ し 、 受注 


ロロ 4 和 


品 等 に つい て の 受入 れ に つい て 引 


づく 入札 参加 除外 を 受け た 者 又は 同 要 綱 別 
再 委託 先 並 びに 受注 者 及び 再 委 託 先 の 資材 、 原 材料 の 購入 
委託 先 等 」 と いう 。) と し て は な ら な い 。 

、 当該 再 委 託 先 等 と の 再 委 託 契 約 等 の 解 






























































h 





(3) 碑 約 書 の 提出 に つい て 


① 受注 者 は 、 堺 市 竣 力 








于 

















由 骨 DD 拆 物 叫 在 提出 检讨 宙 人 法术 广 本 WW。 大 大 
国 若 し く は 地方 公共 団体 その 1 





し く は 受注 者 が 

限り で な い 。 
受注 者 は 、 契約 金額 (税込 ) カ 

か ら 堺 市 禁 力 団 排除 条例 第 8 条 








② 
























































し 契約 金額 (税込 ) が 5 0 0 万 
可 
































公共 























3500 万 円 以上 と な る 
第 2 項 に 規定 する 又 力 団 




















約 書 を 徴収 し て 、 本 市 へ 提出 し な けれ ば な ら な い 。 








③ 受注 者 及び 再 委託 先 等 が 


当該 堆 約 書 を 提出 し な い 場 合 


一 











(4) 不当 介入 に 対す る 措置 
① 受注 者 は 、 こ の 契約 






































の 履行 に あたり 、 
と と な る よう な 社会 通念 上 不当 な 要求 又は 契約 の 適正 な 
いう 。) を 受け た と き は 、 直 ち に 本 市 に 報告 する と と も に 、 











禁 力 団員 又は 禁 力 











警察 





に 





























② 





受注 者 は 、 再 委託 先 等 が 又 力 











本 





























本 市 に 報告 する と と も に 、 当該 上 
い 。 
③ 本 市 は 、 受注 者 が 本 市 に 対し 、 














警察 记 


計 2 で パー 


委託 先 等 に 対 し て 、 

















① 及 び ② に 定め る 報告 を し な か っ た と き は 、 





例 に 基づく 公表 及び 入札 参加 停止 を 行う こと が で きる 。 





④ 本 市 は 、 受 注 者 又は 再 委 放 
等 が 発生 する お それ が ある と 認 


E 先 











る 報告 及び 指導 を 行っ た 場合 に 限り 、 必 要 に 応じ て 履行 期間 











等 が 不当 介入 を 受け た こと に より この 契約 
め る と き は 、 受 注 者 が ① に 定め る 報告 及び 


デ 


















































再 委託 先 等 が ある 場合 に 
員 又 は 又 力 団 密接 関係 者 で な い 旨 の 秦 


排除 条例 第 8 条 第 2 項 に 規定 する 桑 力 団員 又は 駿 力 団 密接 関係 者 で な 
未満 の 場合 、 も 
本 又は 本 市 の 外郭 団体 で ある 場合 は この 








は 、 こ れ ら の 者 








ょ 、 入 札 参加 停止 を 行う も の と する 。 


団 徐 接 関係 者 か ら 、 茜 力 団 を 利 す る こ 
履行 を 妨げ る 行為 (以下 「 不 当 介 入 」 と 
届け 出 な けれ ば な ら な い 。 

員 又 は 友 力 団 密 接 関 係 者 か ら 不 当 介 入 を 受け た と き は 、 直ちに 
届け 出る よう 指導 し な けれ ば な ら な 








可 


排除 条 











の 履行 に つい て 遅延 
届け 出 又 は ② に 
の 延長 等 の 措置 を と る も の と する 。 





定め 





























24 その 他 
(1 ) 契約 金額 は 、 令 和 4 年 4 月 1 日 現在 の 利用 人 数 に 基づき 令 和 4 年度 の 契約 金額 の 見 直し を 行う こ 
と と し 、 ま た 、 令 和 5・ 6 年度 に つい て も 同様 に 、 令 和 5 年 4 月 1 日 、 令 和 6 年 4 月 1 日 現在 の 

































































(2) この 仕様 書 








利用 人 数 に 基づき 契約 金額 の 見 直 
に 定め の な い 事 項 に つい て は 、 そ の 都度 、 発 注 者 と 受注 者 で 協議 する 。 


し を 行う こと と する 。 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1 日 の 活動 事例 ) 
PE 主任 指導 員 及 び 主 任 学 に 
時 刻 項目 内 容 児童 の 活動 習 ア ドバイ ザー 指導 員 
13:30 | 開設 準備 出勤 (機械 警備 解除 ・ 開 錠 ) 
児童 入室 準備 (換気 ・ 清 掃 等 ) 
一 日 の プロ グラ ム の 確認 と 準備 
授業 | 児童 入室 児童 各自 で ラン ド セ ル 等 を 整理 出欠 確認 ・ 連 絡 帳 の 点検 ・ 健 康 チ ェ ッ ク 
終了 後 行事 予定 等 情報 収集 荷物 整理 等 生活 指導 
送達 書類 の 整理 児童 の 話 相手 等 
指導 員 へ の 報告 
学習 時 間 宿 題 ・ 読 書 ・ 自 主 学習 等 活動 へ の 促し と 学習 の 習慣 づけ へ の 取り 組み 
15:00 | 制作 活動 ・ 伝 承 遊び ・ 体 験 プロ グラ ム 等 (※ の | 各 場 所 に わか れ て 安全 指導 ・ 活 動 支援 
び の び ル ー ム ・ す くす く 教 室 が 連携 し た 活動 ) 児童 の 状況 把握 ・ 遊 べ な い 児 童 へ の 配慮 
( 例 ) ・ け ん 玉 等 昔 遊 び 使用 教室 等 の 点検 ・ 整 理 ・ 清 掃 
・ 外 遊び ・ ク ラフ ト 活 ※ 学 年 に よっ て 利用 時 間 が 違う の で 、 学 年 別 の 
※ 活 動 内 容 に より 、 学 校 と の 調整 の 上 、 体 育 館 ・| プロ グラ ム も 可 
運動 場 ・ 図 書 室 な ど を 活用 し て 活動 する 。 ※ 豊 定 な プロ グラ ム を 提供 する よう 計画 (水曜 
日 等 、 利 用 時 間 が 長い 時 ) 
連絡 帳 へ の 記入 連絡 帳 の 記入 補助 
16:30 【 の び の び ル ー ム 】 【 す くす くく 教室 】 < 間食 > 
頃 ぐ 間 食 > く 退 室 準備 > 児童 石 集 ・ 間 食 の 仕分 け ・ 配 膳 ・ 手 洗い 指導 ・ 
< 帰り の 会 > マナ ー 指 導 ・ 片 付け 指導 
の び の び ル ー ム と 別 の 部 | 退室 準 備 > 
屋 に て 荷物 整理 等 生活 指導 ・ 連 絡 帳 の 記入 及び 返却 ・ 
お 知ら せ (保護 者 対応 ) 
17:00 【 の び の び ル ー ム 】 【 す くす く 教 室 】 マ 制 作 活動 ・ 伝 承 遊び ・ 体 験 プロ グラ ム 等 > 
ぐ 制 作 活動 ・ 伝 承 遊 く 退 室 > 各 場 所 に わか れ て 安全 指導 ・ 活 動 支援 
び ・ 体 験 プロ グラ ム < 集団 下校 等 > 児童 の 状況 把握 ・ 遊 べ な い 児 童 へ の 配慮 
等 > 使用 教室 等 の 点検 ・ 整 理 ・ 清 掃 
退室 完了 ぐ 退 室 
退室 指導 ・ 門 まで 行っ て 見 送り (保護 者 対応 ) 
使用 教室 等 の 点検 ・ 整 理 ・ 清 掃 
17:30 ※ す くす く 教 室 勤 務 終了 
18:00 【 の び の び ル ー ム 】 荷物 整理 等 生活 指導 ・ 連 絡 帳 の 記入 及び 返却 ・ 
< 人 退室 準備 > お 知ら せ (保護 者 対応 ) 
18:30 【 の び の び ル ー ム 】 退室 指導 ・ 保 護 者 対応 ・ 使 用 教室 等 の 点検 ・ 整 
く 退 室 > 理 ・ 清 掃 ・ 時 間 延 長 対 応 
一 日 の 反省 と 明日 の 予定 
【 時 間 延 長 児童 】 室内 清掃 ・ 片 付け 等 残務 処理 ・ 電 気 ガス 等 点検 
19:00 退室 完 消灯 ・ 施 錠 ・ 機 械 警備 セッ 


















































(別表 ) 





実施 校 


所 在 地 























堺 市 立 東 三国 丘 小学 校 


























堺 市 北 区 東 三 国 ヶ 丘 町 2 丁 2 番 1 号 








堺 市 立 深井 小学 校 

















堺 市 中 区 深井 中 町 1 4 0 9 番地 














堺 市 立 金岡 南小 学校 

















堺 市 北 区 金岡 町 1 1 8 2 番地 1 











堺 市 立 美 木 多 小学 校 











堺 市 南 区 鴨 谷 台 1 丁 4 8 番 1 号 









































堺 市 立 東 百舌 烏 小学 校 























堺 市 中 区 ] 





上 塔 町 1 3 9 番地 











